
義務教育の教育内容の基本的な理念・目標

義務教育特別部会の審議経過報告（その１）

（平成１７年５月２３日中央教育審議会総会配付資料 （抜粋））

２ 国際的に質の高い教育の実現を目指す

－義務教育の使命の明確化及び教育内容の改善－

（１）義務教育の使命の明確化

ア 義務教育の目標の明確化

○ 義務教育の目的は、一人一人の国民の人格形成と、国家・社会の形成者の育成の二

、 。点に集約することができ この両者の調和のとれた教育を実現することが必要である

このため、学校では、子どもたちに「確かな学力」として基礎的な知識・技能と思考

力、創造力をはぐくむとともに、豊かな心、健やかな体を培い、これらをバランスよ

く育成することが求められる。このような義務教育の内容・水準は、ナショナル・ス

タンダードとして、全国的に一定基準以上のものを定め、その実現が担保されること

が必要である。

（２）教育内容の改善

ア 基本的な理念・目標

○ 現行の学習指導要領の学力観を巡る様々な論議が提起されているが、基礎的な知識

・技能の育成（いわゆる習得型の教育）と、自ら学び自ら考える力の育成（いわゆる

探求型の教育）とは、対立的あるいは二者択一的にとらえるべきものではなく、この

両方を総合的に育成することが必要である。

○ したがって、基礎的な知識・技能を徹底して身に付けさせ、それを活用しながら自

ら学び自ら考える力などの「確かな学力」を育成し 「生きる力」をはぐくむという、

基本的な考え方は今後も維持することが適切である。

○ 子どもたちの学力の現状については、昨年１２月に公表された国際的な学力調査の

結果から、成績中位層が減り、低位層が増加していることや、読解力、記述式問題に

課題があるなど低下傾向が見られたところである。また、先般公表された国立教育政

策研究所の教育課程実施状況調査の結果からは、国語の記述式の問題について正答率

が低下するなどの課題が見られた。しかし、同調査からは、学校現場における基礎的

事項を徹底する努力等により、学力向上に向けての一定の成果も現われ始めている。

なお、学習意欲、学習習慣・生活習慣などは、若干の改善は見られるが、引き続きの

課題である。



イ 学習指導要領の見直し

○ 総合的な学習の時間については、学校によっては大きな課題を上げている一方、当

。 、 、初の趣旨・理念が必ずしも十分に達成されていない状況も見られる 思考力 表現力

知的好奇心や自分で考える力などを育成する上で、総合的な学習の時間の役割は今後

とも重要であるが、同時に、授業時数や具体的な在り方については再検討が必要であ

る。また、学習が効果的に行われるよう、学校に対する支援策を充実することが必要

である。
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